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 成人看護学実習 2 回目までに経験した実習
数は、最も多かった回数が 6回（31.6％）で、
最小値 3回（8.8％）、最大値 8回（24.6％）で






























































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　実習経験回数 3回 4回 5回 6回 7回 8回
ポジティブな思い n=5 n=9 n=5 n=18 n=6 n=14
1.個人への褒め 1（20.0） 2（22.2） 0 5（27.8） 2（33.3） 2（14.3）
2.能力への褒め 0 1（11.1） 1（20.0） 5（27.8） 2（33.3） 2（14.3）
3.努力への褒め 3（60.0） 2（22.2） 3（60.0） 11（61.1） 2（33.3） 8（57.1）
4.過程への褒め 0 3（33.3） 2（40.0） 6（33.3） 1（16.7） 6（42.9）
5.結果への褒め 1（20.0） 2（22.2） 1（20.0） 9（50.0） 1（16.7） 4（28.6）
6.褒めての主観を含む褒め 0 0 1（20.0） 1（5.6） 0 1（7.1）
7.患者さんから感謝や励ましの言葉があった 4（80.0） 6（66.6） 4（80.0） 9（50.0） 4（66.7） 6（42.9）
8.実習グループの人間関係がよかった 1（20.0） 5（55.5） 4（80.0） 11（61.1） 4（66.7） 10（71.4）
9.自分が計画した看護が実践できた 5（100.0） 6（66.6） 3（60.0） 5（27.8） 2（33.3） 6（42.9）
10.自分の看護で患者さんがよくなった 2（40.0） 3（33.3） 2（40.0） 4（22.2） 2（33.3） 7（50.0）
単位：点（％）
表1．実習経験回数ごとのポジティブな思い
　　　　　　　　　　　　　　　　　実習経験回数 3回 4回 5回 6回 7回 8回
ネガティブな思い n=5 n=9 n=5 n=18 n=6 n=14
1.個人への注意 3（60.0） 0 3（60.0） 9（50.0） 4（66.7） 5（35.7）
2.能力への注意 1（20.0） 1（11.1） 1（20.0） 6（33.3） 2（33.3） 5（35.7）
3.努力への注意 1（20.0） 2（22.2） 2（40.0） 2（11.1） 2（33.3） 3（21.4）
4.過程への注意 2（40.0） 0 1（20.0） 4（22.2） 5（83.3） 4（28.6）
5.結果への注意 1（20.0） 0 1（20.0） 2（11.1） 3（50.0） 6（42.9）
6.褒めての主観を含む注意 2（40.0） 0 0 2（11.1） 0 0
7.患者から自分にとってのつらい言葉を言われた 0 0 0 2（11.1） 1（16.7） 1（7.1）
8.実習グループの人間関係がよくなかった 0 0 0 1（5.6） 0 1（7.1）
9.どう看護したらいいかわからなかった 2（40.0） 2（22.2） 2（40.0） 7（38.9） 2（33.3） 4（28.6）
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